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平成28年度第１回岡山市総合教育会議 

日時：平成28年５月23日（月） 

場所：市庁舎 第３会議室 

○司会 定刻となりましたので、ただいまから平成28年度第１回岡山市総合教育会議を開

催いたします。 

  本日は東條教育委員長がご欠席ですが、運営要綱の定めにより会議は成立しておりま

す。 

  傍聴の希望がありますが、入室を許可してよろしいでしょうか。 

（「お願いします」の声あり） 

○司会 傍聴者の入室を許可します。 

〔傍聴者入室〕 

○司会 それでは、協議事項に移らせていただきます。 

  議事の進行は、招集権者である市長にお願いしたいと存じます。市長、よろしくお願

いいたします。 

○市長 はい。では、次第に沿って議事を進めます。 

  まず、他の政令市の開催状況について、ご説明をお願いいたします。 

○ベネッセ（西島） ベネッセコーポレーションの西島でございます。お手元の資料１に基

づきまして、他の政令指定都市での大綱の検討状況、また後半、大綱を検討するに当た

りまして今後の日本の教育がどのような方向に動いていくかということについてご報告

をさせていただきます。 

  では、めくっていただきまして、３ページのところからでございます。 

 これは政令指定都市を一覧にしておりまして、大綱策定の進捗について、全体の中で

14の市が完成、それから４つの市が既にある計画で代替、そして岡山市様と広島市様に

つきましては検討中ということでございます。 

  その内容でございますが、次のページからご覧をいただきたいと思います。 

  まずは全体のイメージということでページ数を見ていきますと、１ページもしくは２

ページぐらいの本当に大綱といいますか、全体のことを語られてるのが６つぐらいの

市、それから 少しばらけますけれども、一番多いのが熊本市の16ページということで

ございます。 さまざまな形式がございます。 
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  また、その大綱には前書きがあり、その後、柱といいますか、こういった取り組みを

中心としてやっていくというふうな宣言のような構成になってるんですけれども、それ

は５ページにありますが、その柱というふうに言われるものの数がどれぐらいあるかと

いうことで分布を書いてございます。多くは３つ、４つぐらいで大綱というふうなこと

で全体が見えるようなものが多いというふうな状況でございます。 

  次のページですけれども、そのテーマ、柱と呼んでおりますが、どのようなテーマを

扱っているかということで整理をしたものなんですけれども、６ページにありますのは

ａからｎ、その大綱を見ていきまして、どんな要素があるかということで記号を振りま

して、その頻度ということで、これは11の政令指定都市がａの安全、安心な教育環境と

いうのを扱っているというふうな数字になっております。これ、もう少し見やすく次の

ページように表にしてみました。 

  こうやって見ていきますと札幌市、仙台市とずっと縦に市が並んでおりますが、ａや

ｈ、今の安全、安心のところですとか生涯学習、あるいはｉの文化、芸術、スポーツ振

興というあたりは、かなり多くの自治体で扱っていらっしゃる。また、横に丸を見てい

きますと、仙台市あるいは横浜市、川崎市それから神戸市のあたりは、かなり広範囲に

わたってテーマを扱っていらっしゃるというふうなことがご覧いただけるかと思いま

す。逆に、例えば新潟市などですと３つのテーマしか使っていないというふうなことが

ご覧いただけるかと思います。このようなさまざまなテーマを各政令指定都市としては

扱っていますというふうな一覧でございます。 

  次のページ、８ページからは大綱の柱と先ほど言いましたテーマといいますか、そこ

の文言を抜き書きをしてきたものになります。札幌市の場合は前書きがあって、３つの

実行の柱ということでこの３つ、子どもたちが云々、学びや成長の云々、ふるさと札幌

へ云々ということで３つの柱がつくられているということで、こういった各市、柱とい

いますか、テーマを定めてつくられているというふうな状況でございます。一つ一つは

触れませんが、こんな形でテーマ設定をされているというところでございます。これが

10ページ、11ページに続いております。 

  まず、概要を見ていただきましたが、次にちょっと資料の向きが変わってしまいます

が、個別の都市の大綱ということで幾つか、どちらかというとページ数が少ないものを

お持ちしております。 

  まず最初のところ、札幌市ですが、教育の方針があり、柱が３点あるというふうな構
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成になっています。 

  また次のページ、相模原市になりますが、こちらも前書き、基本的な姿勢というもの

があり、次のページに３つの柱、重点的な取り組みということで３つが掲げられ、対象

期間が定められるというふうな構成になっております。 

  次の新潟市もほぼ同様で、目指す子どもの姿・市民の姿、そして取組の方針と柱、期

間ということで構成をされております。 

  次の浜松市につきましても、前書きがあり、３つの柱がありというふうな形になって

おります。 

  これ以外の長文なものは、本当に教育振興基本計画と同様のつくりになっていたりし

ますし、さまざまなつくりがありますけれども、今日は具体的なところでは短めにつく

られているところを持ってまいりました。 

  次の17ページからは参考資料ということで、国の教育振興基本計画のテーマがこんな

ものがありますということで、今後大綱を検討していくに当たりまして、こんな項目も

検討したほうがいいよねというふうな議論の一つの端緒に使っていただければというこ

とで整理をしてまいりました。 

  次の18ページも同様でございます。 

  また、19ページにありますのは、教育基本法の条文の中で他の政令市で関連したとこ

ろを書かれているのがこういったものがありますということで持ってまいりました。こ

れも参考資料ということでございます。 

  以上、このような形で多くの市では既に完成している、あるいは他のもので代替する

ということで決まっている状況でありますけれども、岡山市様におきましては、これか

ら検討ということでございます。 

  今年度検討するということは実はメリットもございまして、今年度の末に中教審の答

申が出る予定でございます。恐らくこれまでの通例でいきますと、秋口には中間まとめ

が出て、そこでパブリックコメントを求めるというふうなスケジュールになってまいり

ます。次の学習指導要領の告示は恐らく、平成29年度末になると思いますが、今年度出

てくる中教審の答申でほぼ今後の教育がどうなるかということはわかってまいります。

その中間まとめを踏まえて決定できるという意味では、今年検討する意義というのは非

常に大きくあるのではないかというふうに考えます。したがいまして、今回お持ちしま

したのは、その中教審での次の学習指導要領の検討状況等をご紹介したいということ
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で、20ページ以降お持ちしております。 

  今回の学習指導要領の改訂の本当に大きなコアは何かというふうに一言で申します

と、社会と教育をどうつなぐかというところだと思います。ここでは20ページの上のと

ころに「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか」というふうに書かれ

ております。左下に「何を知っているか 何ができるか」というように書いてありま

す。「個別の知識・技能」、これはこれまでも学習指導要領の中で、こういった内容を

この学問の系統にひもづく教科の中で学習をしていこうということで、何をというとこ

ろは非常に明確に書かれておりました。 

  ただ、これから重視していかなければならないのは、右側、「思考力・判断力・表現

力」と書かれております。これは今でも思考力・判断力・表現力というのは重視されて

いるんですけれども、幾つかの文章の中では今国が発信しているものの中には答えが一

つに定まらない問題に対して、どのように解を導いていくのかというところの思考力・

判断力・表現力を養っていくんだということが明記されてまいりました。したがって、

単に思考・判断・表現ということではなく、答えが決まらない、つまり私たちが社会の

中でいろんな社会活動の中で行っている思考活動と同様のことを学校でしっかりやって

いこうということかと思います。 

  そういった力をつけていかなければならないということとともに、上にあります「主

体性・多様性・協働性」と書いてありますが、主体的に課題を解決していくんだと、主

体的に多様な人々と協働をしていくんだというふうなことをうたっていこうというふう

にしています。この主体性それから多様性、協働性というあたりも、かなり強化されて

いて、決して学ぶ中身だけの問題だけではなく、どのように学ぶのかということが大事

であるということが定義されます。それが真ん中に書かれておりますが、「アクティ

ブ・ラーニングの視点からの不断の授業改善」、これは決して話し合い活動をしっかり

やりましょうという意味ではなく、学ぶ人たち、学習者がしっかり頭も目も手も体も動

かしながらアクティブな学習、パッシブではない学習をしていこうというふうな意味合

いでございます。 

  また、「学習評価の充実」というところは、ＰＤＣＡサイクルをしっかり学校として

も、あるいは教育委員会としても、あるいは学習者本人としても回していけるようにし

ていこうというふうなところで、評価をしっかりやり、次につなげるということを重視

していこうということが言われております。このように学び方を変えるというところ
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も、とても大事なポイントになるということになります。 

  したがって、今後大綱を考えるというふうになったときに、これと全く同じになるこ

とはないと思いますが、方向性としてやはり社会と学校教育をどうつなげるかというと

ころは意識してもよいのかなというふうに思いますし、答えが１つに決まるようなテス

トの回答ができる力をつけるのではなく、答えが１つに決まらない問題に対して子ども

たちもどう取り組んでいって力をつけていくのかということも少し意識ができるという

ふうに思っております。こういったところを参考にしながらも、今年度検討するからこ

そのよさを出していけたらいいのかなというふうに考える次第でございます。 

  それから、21ページ、22ページは今お話し申し上げた内容でございますので、また後

ほどでもご覧いただければというふうに思います。 

  それからもう一つ、大きな動きがあります。これまでは学習指導要領が改訂されたり

教科書が変わったりしても、入試が変わらないと何も変わらないよねというふうなこと

がよく世間では言われておりました。ところが、今回は入試も大きく変わると、大学入

試も大きく変わるということになります。それが23ページでございます。 

  高大接続システム改革会議というものが３月まで開催されておりまして、３月に最終

報告が出てまいりました。そこで、先ほども申しましたような学力の３要素、知識・技

能、それから１つに答えが決まらないものに対してどうするか、そして主体性を持って

多様な人々と協働すると、こういったものが学力の３要素であり、これを育てるのが学

校教育としてコアになるということが打ち出され、また次の高校教育改革の「三つの観

点」の最後の行にありますように、そういった多様な学習をした子どもたちに対して多

面的な評価を推進していくということが言われています。この多面的な評価を学校の中

だけではなく入試でも行っていこうというのが次の入試改革になります。 

  24ページのほうでございます。 

  これまでは大学入試センター試験がマーク式であるということから、答えを再生産す

るだけのテストじゃないかという批判もたくさんございました。そういった批判を受け

ながら、じゃあ今後どうするのかということで、センター試験の後継の入試というふう

にご覧いただければいいと思うんですが、全国共通で大学入学希望者学力評価テスト

（仮称）というものをやっていこうというふうに検討が進んでおります。そこではマー

ク式の問題もあるんですけれども、それだけではなく記述式の問題あるいは英語のスピ

ーキングの問題、そういったものも取り入れて本当に多様な力をはかっていこうと。し
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かも、記述式でも答えが１つに決まるものではないものも出していく可能性があるとい

うふうなことで今検討が進められております。 

  それを共通テストとして行いながら個別の大学の試験においてはさらに多様な評価と

いうことで、次の枠の中にあるようなことをやっていく。今ではなかなかまだできてい

ませんが、面接やディベート、討論、プレゼンテーションのようなこともやっていこう

というふうなことで、入試が大きく変わるという局面があります。決して大学入試のた

めに学校教育があるわけではありませんが、社会と学校をつなぐという意味で、こうい

った力を試していくということは恐らく社会と学校をつなぐ意味では非常に有効な方向

ではないかというふうに思います。したがって、こういったことができる子どもを育て

ていく、ひいては社会で活躍できる子どもたちを育てていくというところにつながって

いくのかなというふうに考えてます。 

  最後のページですけれども、そのスケジュールを示しております。 

  一番上のところは中教審、先ほど申しましたように今年度末には答申が出ます。恐ら

く秋口には中間まとめというものが出てくるかと思います。そして、指導要領が平成

29年度末には告示され、平成30、平成31は恐らく小学校、中学校の移行措置というふう

なことがあり、平成32年度から小・中・高と段階的に移行していくというような形にな

ると思います。また、今日は触れませんでしたが、高等学校基礎学力テストということ

も並行して検討されており、平成31年度あたりから基礎的な学力を全ての高校生が得ら

れるような、そういったＰＤＣＡサイクルを回すためのテストをやろうということで今

検討がなされています。 

  そして、最後のところは、先ほど申しました入試の改革というところで平成32年度か

らということになります。つまり、今年度、今中学２年生の生徒さんが大学入試に向か

われるときには上記、24ページで示しましたような新しい入試に変わるということにな

ります。決して知識の再生産だけではない、本当に思考力、表現力を持っている子ども

かどうかということが問われる時代になってくるということになります。こういった入

試の変化も踏まえ、学習指導要領の変化も踏まえ、今後の教育はどうあるべきかという

ことも踏まえながら大綱の検討ということに入っていければいいかなということで情報

提供をさせていただきました。 

  以上でございます。 

○市長 はい、ありがとうございました。 
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  今のベネッセさんのご説明に対しまして、何かご質問とかあればお願いしたいと思い

ますが。 

○藤原委員 さっきベネッセさんのほうから今年中教審の答申の中間まとめがある年とい

うことをお聞きしたんですが、少し漏れ聞こえてくることはあるんですかね。高大接続

とかそういうこと以外に、新しい教科も見えてはきてるんですけども、新しく今年大綱

をつくるときにメリットというふうなお話もあったんですけど、何か情報があったら教

えてください。 

○ベネッセ（西島） 分科会といいますか、教育課程分科会の中のさらなるワーキンググル

ープの検討も３月ぐらいから加速し始めてきておりまして、会議の資料というのはもう

だいぶん公開をされてきています。それがまた結構大量なんですけれども、そういった

ものを整理して、またご提出することは可能かなと思います。恐らく例年といいます

か、過去の例でいいますと９月、10月ぐらいに中間まとめが出ますので、そこにはある

程度もう全てが吸収されてる状況。それ以前にさまざまな情報をご提供するとしたら、

そういった審議会の中での資料をまとめてご提供するということは可能かなとは思って

おります。 

○藤原委員 今びっくりするような情報というのは、すごく変わるとか中教審に盛り込ま

れそうな今まで出てきた情報以外に聞こえてくることはないんですか。 

○ベネッセ（西島） ええ、それほど恐ろしいことはないというふうに今は見ております

が。 

○ベネッセ（梅田） 小学校、中学校につきましては、これまでの流れを踏襲するという形

で議論が進んでまして、ただ一方では高等学校をどう変えていくかというのがかなり焦

点化されてまして、今まで小・中・高の指導要領の書き方が若干違ってたんですけど

も、今後小から高まで一貫してもう流れをつくってしまおうというのがどうも考えにあ

るようです。 

○山脇教育長 今20ページのところなんですけれども、学習指導要領改訂の育成すべき資

質・能力の３つの柱というのがありますけど、この図自体はこれはどうなんですか。ベ

ネッセさんがその辺の情報を集められて、こうではないかというふうに整理をされた図

であると。 

○ベネッセ（西島） これですね。すみません。この20ページの下に書いてありますが、教

育課程企画特別部会で提出された資料を写させていただきました。 
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○山脇教育長 ということは、この一番下のベースのところにあります、例えば何を知っ

ているか、何ができるかという認知的能力と、それから右側の非認知的能力と言えばい

いのか、そういうものとが、やはり相まみえながら子どもたちのこれからの社会、世界

の中でどのようにかかわって生きていけばいいのかという方向性を目指していくんだと

いうことについては、もう同じであろうということで。 

○ベネッセ（西島） はい、そうですね。 

○山脇教育長 もう一つ、今のお話で、高大接続はいいんだけれど、中高接続が見えてこ

ないんだなあと思う気がするんですね。今の能力、子どもたちの課題、岡山市の課題と

いうものも踏まえて、今いかにそれを伸ばしていかないと、ＰＩＳＡ型の能力というも

のをいかに伸ばしていくかということを考えてるわけですが、高校入試というものが変

革しないと、やはり相変わらずというところができてくるんじゃないかな。そこの点

は、まだ国のほうは方向性というのは出してきてはないわけですか。 

○ベネッセ（西島） 高校入試について国のほうからというのは今のところないですね。た

だ、各県の高校入試を見ると、少しずつＰＩＳＡ型まではいかないまでも思考力を問う

ようなものにだんだん変わっているような状況は全国的にはあるかなというふうに思っ

ております。 

○山脇教育長 ここは県のほうに言わないといけないことかもしれないですね。 

○市長 それもあるでしょうね。我々として高校にどう問いかけをしていくか。これは県

だけじゃなくて私立の高校とか、広くそういうことも考えてもいいんじゃないかなとい

うように思います。 

  私驚いたのは、この総合教育会議の開催回数が岡山市は断トツに多いと。でも、私は

これはすばらしいことなんじゃないかと。こういうふうに教育委員の皆さんと、それか

ら市長部局も一緒になって議論して教育の問題を取り組んでいる。ある面、もう社会と

かかわりが実践されてるみたいなところもあるわけなんで、これは結構誇りに思っても

いいんではないかなと。そしてかつ、ここで議論したものが現実となって動いてきてい

るということなんだろうと。大学生のサポート体制の確立とか、そういうふうに我々な

りに一つの矜持を持ってもいいんじゃないかなという気がいたします。 

  あとは、こういう他市の例ももちろん参考にはなるんだけど、もうそういうことより

も岡山の子どもたちをどうするかというのは、100ページになってもいいし、半ページ

で終わってもいいし、こういうページ数とかなんとかというよりも、子どもたちにとっ
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て一番いい、これから方針というのが我々の議論した結果としてどうあるのかというこ

とで判断していっていいんじゃないかというような気もいたします。これだけ議論させ

ていただいてるわけですから、ある程度多岐にわたるというのもやむを得ないと思う

し、やむを得ないというか、そちらのほうがいいのかなという気もしますし、そんなこ

とでこれは私の感想ですけども、そういうような思いも持つところであります。 

  いいですか、塩田さんとか。 

○塩田委員 ６ページなんですけども、大綱をつくるに当たってパブリックコメントを募

集したのが２市、それから神戸市は大綱策定に当たり、事前に意見を募集したというこ

とがあるんですが、もし神戸市の例でわかることがあったら教えていただけませんでし

ょうか。 

○ベネッセ（梅田） 神戸市でございますけれども、ここに書いてありますとおり、大綱を

策定する前に１回、市民の方々が教育に対してどういうふうな要望ですとか持たれてい

るかというので事前に募集されまして、堺、熊本の場合でしたら２件とか３件とかそう

いうもう１桁台の意見だったんですけれども、たしか神戸は400とかそれぐらい声が上

がってきて、それをベースにカテゴライズしたりですとか、そういう形で検討を進めら

れたようです。 

○塩田委員 事前に意見を募集するということは、これから大綱をつくりますよというア

ナウンスというか、前ぶれのような形で、市民の方々が関心を持っていただくにはいい

方法かなと少し思いました。 

○市長 そうですね。関心を持つということとともに、教育というのはみんながやはり考

えてますからね。そういう意見を事前に我々も承知をしておくというのも重要なことか

もしれませんね。 

  奥津さん、何かありますか。 

○奥津委員 今回いろんなところの、政令市だけですけれども、大綱にはいろんなパター

ンがあって、いろんな中身があるようで、それぞれ個性が出てるのかなと思います。さ

っき市長もおっしゃったように、岡山は岡山の大綱をつくればいいわけでして、まねす

る必要とか、参考にはしても、どの程度はしなきゃいけないということは余りこだわる

必要はないのかなというのは全くそのとおりだと思うところです。 

○市長 ありがとうございました。 

  それでは、議事を進めたいと思います。 
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  昨年度１年間をかけて岡山市の教育の現状と課題について意見を交わしてきたわけで

すけれども、本日はその成果を踏まえながら我々として目指す子どもの姿・教育の姿と

は何なのか議論を深めたいというように思います。 

  資料の２として、昨年度の総合教育会議での報告、協議内容の概要を示しておりま

す。これについて事務局から少し説明いただけるんでしょうか。 

○事務局 はい、失礼いたします。 

  この資料２は、平成27年度の７回の総合教育会議等で報告あるいは協議された内容の

中から主な点のみ、簡潔にまとめたものでございます。 

  まず、太い破線の中ですが、左側の列に岡山市の教育、主に子どもに関する教育です

けれども、現状と課題をまとめております。右側の列にその背景として考えられること

をまとめております。 

  大きく６つに分けておりますが、一番上が主には心の問題、それから２つ目が学力に

関すること、３つ目が問題行動等に関すること、４つ目が郷土を愛する心に関するこ

と、５つ目が教職員の状況あるいは教職員の負担感等に関すること、６つ目が家庭や地

域の教育に関することでございます。 

  そして、矢印より下のところに、この総合教育会議等の協議の中で委員の皆様から出

された主なキーワードを挙げております。この中にはそれが事業として結びついていっ

てるものもございますが、このようなキーワードが出されたということで今日の協議の

参考にしていただければと思います。 

  以上でございます。 

○市長 はい、ありがとうございました。 

  この資料の２が昨年度の総合教育会議での議論を集約したようなもののようでござい

ます。これらを踏まえて今後の大綱の議論のこれも柱的なイメージとして捉えているわ

けですね。これからどうなるかは別にしてね。というようなことを踏まえながら、こ

れ、このいい視点というのは残していかなきゃいかんとか、もっとこういう視点も入れ

るべきだとか、いろんな意見があるんだろうというように思います。それぞれの方のご

意見、これは西島さんたちも入っていただいてご意見をいただければというように思い

ます。 

じゃあ、教育長から何かありましたら。 

○山脇教育長 何をしゃべってもいいんですね。 
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○市長 何しゃべってもいい。今日はもう今年度の最初で、これからどうしていくかとい

うところをお互いがベクトルの方向性合わせみたいな、そんな。 

○山脇教育長 それじゃあ、今市教委がやってることとあわせて私の思いというんです

か、それらも含めて、ちょっと提案というのも１つ含めながら、意見を言わせていただ

きます。資料２をベースに置いてというイメージはなかったものですから、思ってるこ

とをお話をさせていただいて、そしてまたそこに対する、もっとこうすればいいんじゃ

ないか、ああすればいいんじゃないかというところについて出していただければという

ことも思っています。 

  先ほどベネッセさんから言われた20ページのところを、これは国のほうからですかと

言ったら、国のほうからですというお話でしたんですが、岡山でも今子どもたちはこれ

からの時代というものを見せた上で、これからの時代を生き抜く力と言えばいいのか、

これからの時代の社会をつくっていくことのできる子どもというものを今考えておるわ

けでありますが、それがそこのどのような社会・世界とかかわり、よりよい人生を送る

のかというようなことと絡むところがあるんだろうと思っています。それを自立という

言葉で言っていますけど、自分がよくならんといけんのは当然だろうと思うんですけ

ど、自分だけよくなったんでは社会をつくっていけない。そのために、そこにあるよう

な社会と世界とかかわって、よくしていこうということが要るんだろうかなと思って。 

  だから、一番大切なのは知識、能力でありまして、右側のような新たに物をつくり出

していく力というようなこと、それから人間関係づくり、コミュニケーション能力とい

うものをつくっていく、そういうものが必要であろうと。それを目指していっているの

が岡山市ではないかというふうに私自身は思っております。そのためにネットワークを

いかに十分構築をしながら子どもたちに人づくりをしていくかということであります

が、詳しく申しませんけど、地域協働学校と岡山型一貫教育と２本柱でしている中で、

どちらもこれは人のつながりを考えているものであるわけです。 

  特に、岡山型一貫という中では小１プロブレムとか中１ギャップだったかな、という

ように学校間の段差があるところを、いかにもう少し段差を低くしながら子どもたちが

それぞれの学校になじんでいくことができるように、そして目指すべき方向は小学校も

中学校も同じ方向を向きましょうということをシステム的に行っていければということ

の一貫教育を行っているわけであります。私は最終的には、これ、９年間のカリキュラ

ムができないといけないだろうと思っています。９年間を通したカリキュラムづくりを
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していかないといけないだろうと。そうすれば、岡山型一貫教育のある程度の完成形と

いうところまで到達できるのかなと思っています。 

  先ほど申し上げた子どもたちがこれからの社会で活躍、社会をつくっていく力をつく

っていくためには、岡山の課題である学力アップ、それから人とのかかわりを今十分で

きないから暴力に走っていくというか、暴力の方向に走っていくような子どももおりま

すので、それらをいかに低減していくか、削減していくかということになろうと思っ

て。一番学校教育の中で学力をつけるにしても暴力行為を少なくするにしても、やはり

基本は僕は授業だろうと思っています。子どもたちが学校生活の中で一番長く先生方、

他の友達と接するのは、もう授業の時間です。 

  １日６時間、朝８時半から15時半ぐらいまでずっと一緒におるわけですから、その中

で人間関係を崩そうと思えば、すぐ崩れてしまう。それをいかに子どもたち自身も学級

づくりをしていき、授業の中で他の子どもたちを認め合うことができるかというような

ことをしていけば、そしてまた授業自身もここで出てきてるアクティブ・ラーニングと

いう視点ですね、どのように学ぶかという。主体的に能動的に子どもが授業に参画をす

る、そういう授業づくりをしていかねばならないと。それをしないと、子どもは居場所

がないから外へおると、授業から出ていくというところも見えてきておるんじゃないか

と。だから、居場所をつくってやらないといけない。それが授業であると思っていま

す。 

  そういう授業づくりを２つだけ今やっているんですね。教育委員さんよくご存じなん

ですけれど、授業の１時間ごとのめあてをしっかり持とうということと、めあてに対す

るまとめをしようということ。めあてに対するまとめというのは、要約力が要るんです

ね。まとめようとすると。だから、要約力というのは大切だろうと思う。学んだことを

要約をしていくと。そのものが思考力というか、表現力ということにもつながるかもわ

かりません。そういうめあて、そしてまとめ、もう一つは能動的な主体的な参画をする

学習活動を含めてるかどうか。講義式の授業ではだめだということであろうというふう

に思っています。 

  そのためには授業をそういう形にしていくことと、それから指導教諭が、今学校の中

にいますから、その指導教諭にいかに活躍の場を設けるかと。指導主事に加えて学校現

場におる指導教諭を活躍させるということを思っています。また具体的にあればお話を

したいと思いますけれど。そしてまた、取り組んだことの評価、ＰＤＣＡサイクルと。
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それで、今回今年は少し取っかかりをつくって、平成29年度からは本格的にやっていく

という、あれも評価をきちっとやっていこうということで考えているわけであります。 

  これと同時に、やはり補充学習が要ると。ドリルが要るだろうと。補充学習、ドリル

をするのが授業の中で補充をしていくのと授業以外で個別に指導していくとか、そして

また土日の活用、土日の時間の活用をいかに図っていくかと。これが学校外の施設がで

きれば一番いいなと思ってます。学校外の施設の中でいろんな人のサポートをいただき

ながら補充学習をしていくと。これの両面を考えていかないと、子どもたちの今目指し

ていくべき学力についても向上を図っていくためには大切ではないかなというふうに思

っております。 

  もう一つというのは、どうしても考えておかなきゃいけないのは特別支援の視点。特

別支援教育の視点というものがないと、普通教室の中にいろんな子どもたちが入りまじ

っていますから、それがそういう福祉の面からのサポートもないと、当然これからの学

校というものは成り立たないというふうに思っております。そしてまた、一番キーとな

るのが教員ですから、教員の資質能力をいかに上げていくか。これは教育センターの充

実ということが図られますが、ちょっと聞きますと何か国も言ってるんですかね、大学

と教員養成とを何かものすごく、もうちょっと密着をさせて教員養成を図っていこう

と。何か、そんな話もあるとちょっと聞いたんですけどね。 

○ベネッセ（西島） すみません。私のほうはまだ聞いたことがなかったですね。 

○山脇教育長 そうですか。できれば、そういう教育センターにも大学の先生がおるとい

うような体制づくりだとか、そういうものができてくればいいのかなというふうに思っ

ています。 

  それから、今回よく話題にこれも出てきた教師の多忙感ですが、私自身は教師はもと

もと忙しいんですね。子どもがいる間は目が離せない。私、ここへ来て、行政に入って

きてびっくりしたのは、昼休みがきちっととれるということ。学校だったら昼休みはと

れないんですね。もう子どもがおる間は目が離せないし、課題に丸つけをしないといけ

ないし。そういう面からすれば、もともと忙しいんだけれど、そこにいかに手を差し伸

べていくことができるか。だから、調査物を減らしていくことも要るだろうと思います

し、土日はもうぱっと空白の時間があるとか、そういうことも考えられれば、そういう

体制のためには、人も要るのかもわかりませんが。そういうこともできればというよう

なことは思いますけど。もともと忙しいんですから、いかに今までのところを取ってい



- 14 - 

くかというのはあるかもわかりませんが、完全にそのところを減らしていくことはでき

ないだろうと思うんです。 

  そういういろんなことを思いながら、この育てる子ども像であるとか、目指す教育と

いうものは今は岡山市教育委員会としては構想していきつつあるということでありま

す。ただ、授業ですから、一挙に成果が一、二年で出るかといったら、なかなか難しい

んですね。少し時間がかかるかもわからんにしても、それが一番確実じゃないかなとい

うことは思っています。 

○市長 ありがとうございました。 

  今、教育長の思いみたいなものが随分出てたと思います。長年、教育行政にタッチさ

れ、やはりこれだけは変えていかなきゃいかんのじゃないかというような思いだったろ

うと思うんですが、今の山脇さんのご発言に対しまして、それぞれ何か思いがあれば、

ご意見があればお願いしたいと思います。 

  西島さん、どうですか。 

○ベネッセ（西島） 最初におっしゃっておりました、このネットワークの構築が岡山の教

育の根幹なんだというふうなお話は、ああなるほどなというふうに思いました。大綱に

つなげていくということで言いますと、そのあたりのところをどう深掘りして具体化

し、市民の方、皆さんが理解してくださるような、あるいは協力してくださるようなメ

ッセージにしていくのかというのがとても大事なところなんだろうなというふうに思い

ました。 

  あと、学力アップですとか、あるいは補充の学習をどうするかといったあたりのとこ

ろも、喫緊の課題としては非常に重要なところだというふうに思います。恐らく先生方

の授業のあり方を変えていくことでそこに結びつくので、そういった教育長の、今お話

しになられたいろんな項目を体系的に整理をして、どこが根幹なんだみたいなところの

整理をしていくと、大綱にしていくところで非常にきれいな形で整理ができるのかなと

いうふうに感じながらお聞きしておりました。 

  あと、先生方の多忙感という話を昨年度も聞こえておりましたが、ある小学校に、こ

れは三重県の小学校なんですが、そこの校長先生とお話をしておりましたら、うちの教

員は勤務時間はどこよりも長い。でも、どこよりもストレスは低いというふうにおっし

ゃってまして、勤務時間多忙であることだけではなく、そのストレスとの関係みたいな

ところもちゃんと抑えないといけないんだろうなと。やりがいを持ってうちの教員はや
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ってるから、ストレスは一番低いんだと。でも、よく働くよみたいな話をされていたの

で、多忙が問題なのか、ストレスが問題なのか、あるいは体力的に厳しいところが問題

なのか、何かそういうところを整理をしていかないといけないかなと、その先生の顔を

思い浮かべながら思い出しておりました。 

  以上でございます。 

○市長 はい、どうでしょうか。何かご意見ございますか。 

  とりあえずは今、山脇さんが話をされたことに関して、ご意見があればお願いをした

いんですけど。 

  よろしいですか、藤原さん。 

○藤原委員 多忙感のところで、せっかく市長さんを中心に岡山市全体でやっているの

で、こうことができないかなと思うのは、テレビ会議ができるシステムが学校現場と行

政とができると、例えばちょっとした研修なんかはテレビでできることであるとか、そ

れから授業研究も教育センターと現場とを結んでできるとか、少々の校長さんへのいろ

んな示達事項であるとか、やりとりはできるとかすると、随分と岡山市は市域が広いの

で、１回会議へ出てくるといったら半日使う学校もあると思うんです。だから、そうな

ると階層研修のような、５年研とか10年研とか主幹教諭とか、そういう形のものも結構

フレキシブルにできるのかなという感じがしてるので、そういうことが構築できるの

か、予算の関係もあるのかなというのを考えていました。 

○ベネッセ（西島） よろしいですか。横からすみません。 

  今の藤原先生のお話で、テレビ会議の仕組みは今、スカイプという無料のソフトがあ

って、恐らくオフィスと今、マイクロソフトが所有している形になっているので、オフ

ィスが学校の先生方のパソコンに入っていれば、多分すぐに入って、カメラがなくても

音声だけはパソコンでやりとりができたりしますので、カメラをつければ幾らでもでき

るかなと思いますので、すぐにできることではないかというふうに思います。 

○市長 私、今、一つのキーワードとして、山脇さんが使われた中での９年間通してのカ

リキュラムというのは非常におもしろいというか、子どもたちを成長させるに当たっ

て、９年間でどうやっていくのかということをアプローチしていくというのは、すごい

おもしろいことだなと。授業が中心だということは、これは多分、論をまたないだろう

と思うんですよね。で、それを９年かけて一体子どもたちをどう成長させていくのかと

いうことを追っていく。これは何かすばらしいような気がするんですけどね。 
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○山脇教育長 ９年、小は小、中は中で分けて考えるんじゃなくて、やはり９年間の中で

子どもをどう育てていくかというように考えた中ですれば、教育計画をそうつくってい

かないといけないはずなんですね。だから、その９年間のカリキュラムづくりをすれ

ば、今言った岡山型一貫教育というのは完成するのかなというような。 

○市長 岡山型一貫教育という言葉に私、非常に抵抗感がありましてね。何のことを言っ

てるかさっぱりわからない。だから、一部の先生方の間では、多分そこはわかっている

んでしょうけど、市民の方々は理解できない。我々が一体どんなキーワード、どういう

思いで教育に対して取り組んでいるのかというのは、中身、内容がないとそれは伝わら

ない。岡山型一貫教育って、何か岡山が特別なことをやってるんだよねということを伝

えることにはなるんだけども、それ以外の内容については、僕は市民には伝わらないん

じゃないかなと。 

○山脇教育長 表だけの看板だけが動いているような格好に見えるんですね。 

○市長 そういうことで、エッセンスの部分が市民に伝わらない。これはやはり市民に伝

わらないと、一緒になってそういうことを、そういう具体の中身でやっていこうという

ことにはならない。これは表現ぶりだけの問題ですから、すぐに変えられるんだろうと

思うんですけど。ただやはり、授業が中心であり、この授業を補完するものとして、地

域とか、いろいろなものをどう位置づけていくのかというのを考えていくということだ

というような気はするんですね。だから、もうおっしゃるとおりで、それをどう肉づけ

して、先生方にもご理解いただいて、みんなでやっていこうというようなことになるの

かということを議論していかないといかんというんですが、エッセンスはもう私も賛同

するところでありますけれども。 

  山脇さんのご発言に対して、よろしいでしょうか。 

○奥津委員 市長もおっしゃったように、やはり学校というのは授業をやるところで、そ

こに子どもが集まってきていくと。それが、またそこら辺で居場所をつくるということ

で、恐らくその学校自体とか、クラスがチームのような形になって、それでやっていく

というのが一つの理想形だし、そこを目指していくのが理想的なんだろうと思います。

ただ、場合によっては、そこでどうしても居場所を見つけられないとか、なかなかそこ

でなじめなかったりとか、そういうケースというのは出てくるわけで、そういう子ども

たちをどうするかというのも、そこら辺のフォローというか、先ほど補充学習のような

形の話も出てたんですけれども、やはりそこをもっと真剣というか、しっかり人もシス
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テムを入れてやるべきではないかなと思ってます。 

  岡山の一つの特徴というか、今回、総合教育会議の中でも出てきたかと思うんですけ

ども、両極化というか、できる子はある程度できるけれども、できない子も一つの山と

していると。割と学校によってそれも結構差があるよというような話があったかと思う

んですけども、そういった意味で、また問題行動という面から見ても、なかなか学力が

追いついていないところというのが出やすいということもあるんだろうと思いますの

で、そういったところのフォローというか、そういったところをしっかり対応して、何

とか底上げしていくということが重要になってくるんではないかなというふうに思って

ます。 

  ある意味、教育というのは行政サービスだろうと思うんですけれども、義務教育だと

いうんで機会さえ与えておけばいいのかというと、なかなかそういう時代ではなくなっ

てきているのかなと思います。ある程度もう、その結果としての結果保証というか、あ

る程度学力をしっかりつけて社会に送り出すということも一つの責任として持たなきゃ

いけない部分もあるんだろうと思いますので、そういった意味で、その基準に達してい

ないあたりの子どもたちに対して、いろんな個別対応がそれこそ必要になってくるよう

なケースが多くなってくるかと思うんですけども、そういったことが必要になってくる

んではないかなというふうに思ってます。 

○市長 ありがとうございました。 

  何かありますか。 

○塩田委員 はい。今カリキュラムという言葉が出てきたので、大学のほうを考えてみた

んですけども、アウトカム・ベースド・エデュケーションという、ＯＢＥという言葉が

あって、６年間の教育で、学習成果としてどういうものを学生に身につけさせるかとい

うことがあるんですね。結局そのアウトカムのところをしっかり決めておかないと、カ

リキュラムは決められないということですので、それが多分、私たちが目指すところの

自立する子ども像をしっかりと決めて、それに到達するために、どういうカリキュラム

を組んでいくかということが必要になるのかなというふうに思います。 

  だから、９年間通した教育で、その成果というものをどういうふうにイメージする

か。そして、本当にそれを掲げたら、それを到達できるように私たちは全面的にみんな

でバックアップしていかなきゃいけないというふうに思いました。 

○市長 はい。では、ちょっと議論を拡大して、今の山脇教育長の発言以外のことでも気
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がついたことがあればお願いいたします。 

○藤原委員 今の９年間のことで思うのは、私たちも少し、幼稚園とかこども園とかに行

かせてもらうことが時々あるんですよね。それを考えたら、高大接続と小中接続ととも

に、就学前と小学校がどういうふうに結びつくかというところまでおりていかないと、

多分、小学校教育もなかなか難しいところがあるかなという感じがしてます。 

  今、教育委員会管轄で義務教育を考えているんだけれども、幼稚園はこの前まで教育

委員会が所管をしていて、今も一緒にやってるわけなので、それを少し拡大するのがど

うなのかなというのを思いながら聞きました。 

  それから、もう一つは、その自立する子どもを教育委員会としても岡山市としても目

指していますが、よくよく考えたら現場の子どもたちは、自分たちは自立するために何

かをしているなんかいう自分の意識があるのかな、どうかなというのを思います。これ

はもちろん教員が、学校がそれを意識して、それぞれの学校で学校目標をつくって子ど

もたちの目標をつくっているので、これは多分うまくいってるとは思うんですが、これ

を市を挙げて、もう少し子どもサイドの言い方で言ってもいいのかなと。それはどんな

ことかなと思ったときに、この次第をもらったときに考えたのは、例えば岡山市の子ど

もたちに、自立する子どもももちろんあるんだけども、例えば未来を切り開こうとする

自分をつくるとか、そういう形で少し自立から先にある、何のために社会との接点が、

もちろんできないといけないんだけど、それは何のためにしているのかというふうなフ

レーズがどこかに入ると、例えば今度の教育大綱なんかのときには、わかりやすいかな

という気がしました。 

  そのために、手段としてというか、方法としてどうするのかといったら、岡山が岡山

っ子育成条例を持っていて、四者の責務を書いてあるんだけども、ネットワークとか、

それからそれぞれの役割の意識というのは、まだまだだろうと思います。だから、その

四者のことをもう少し掘り下げる、掘り下げるためにはどうするかといったら、広く一

般的に言うだけだったらもう頭の上の辺で通り過ぎるので、もう少し狭い区域でその四

者のことをおろしていく。 

  例えば、ほかの地域にはない事業者のことなんかも、岡山市全体の事業者で考えた

ら、なかなか大き過ぎるんですよね。だから、教育委員会がしない限りは学校園やそう

いうところではできないと思うので。例えば、いろんな商工会があるとか、いろんな地

域にそういう組織というか、そういうあれがあったら、そこともうちょっと結びつく接
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着剤を市のほうがするとか。家庭の自立にしても、協働にしても、なかなかかけ声は、

地域の協働もあるんですが、もう一回そこにおりていくのがいいのかなという感じがし

ました。 

○市長 具体的にどうしろと。 

○藤原委員 それは、例えば今の、もし未来を切り開くとなったときには、キャリア教育

的なことが岡山市では少ないんですよね。いろんな職場体験なんかはしてるんだけど

も。そういうこの未来を見るときに、学校現場にその事業者がある程度入ってモデル的

なことを見せるとか、そういうことが市を挙げてできれば、岡山っ子育成条例に書いて

ある四者の責務をそれぞれが果たせるかな。家庭や地域については、よくどこでもやっ

ていることだろうと思いますが。 

  だから、大綱がもう一つできたときに、分量がどうかというのはともかく、目指す子

ども像があるんだけれども、私が勝手に考えたのが、例えば市長さんの言葉で子どもに

呼びかけるような部分が１カ所ぐらいあってもいいのかな、こういうふうに育ってほし

いと。教育長や教育委員会が学校現場にかかわることはとても多いし、こういう子ども

に育ってほしいというのは。でも、未来をつくる、岡山市の将来を考えたときに、こう

いう子どもが育ってほしいという呼びかけのようなものが大綱にあってもいいのかなと

いうのをちょっと考えました。 

  以上です。 

○塩田委員 今の藤原委員さんと共通するところなんですけれども、この資料をいただい

たときに、岡山市の現状と課題というのがあって、一番上の囲みところに、岡山市では

子どもの自己肯定感は全国に比べて高いというのがあって、これは失敗も踏まえていろ

んな体験をして成功体験を増やす、いいところを伸ばしていってほしいという思いがあ

りました。 

  それと一つ、気になっていたのが、反対に、将来の夢や目標を持っているという中学

生の割合が全国よりも低いということがありました。だから、自分の将来像とか、それ

からもう、なりたい私みたいなものが、なかなかイメージとして持てないのかなとい

う、そういうことを考えたんです。 

  それで、子ども目線で、自立した人になるというのはどういうことなのかということ

を、子どもたちが考える機会を増やしてほしいなというふうに思いました。子どもたち

が考えて何かをするという、アクションを起こすというのに、スマホの使い方のルール
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をつくるというので、岡山市は実際に子どもたちが考えて、それを行動目標みたいにし

て掲げているという１つ事例があるので、そういった形で子どもたちの目線で、自分た

ちはああ、こう思うというようなところも、そういう視点での教育というか、自立を促

す機会を是非与えてもらいたいなというふうに思いました。 

○市長 はい、ありがとうございました。 

  後は何がございますでしょうか。 

○ベネッセ（西島） 大綱ですので、恐らく子どもたちが大人になって20年後、30年後の社

会でどう活躍しているかというイメージからおろしてきて、今の学校教育でどんな子ど

もたちを育てて、卒業させていくのかというところに来なきゃいけないのかなというふ

うに思っています。 

  したがって、将来、いろんな言い方をされますが、グローバル化であったり、ＩＴ化

であったり、人工知能がどんどん発達して、人間はどこで働くのかちゃんと考えなきゃ

いけないということが言われたりしますけれども、もう一言で言うと、激動な中でもた

くましく、チャレンジングに生きていけるような子どもたちを、このようにして育てま

すというところがポイントなのかなと。そういうたくましい子どもにしますということ

は、どこでもうたいますし、いろんな学校の教育目標に掲げられてますが、じゃあ、そ

れをどう達成するのかというところの約束がなかなかないというのが、学校の教育目標

ですとか計画を、いろんなところを拝見していって思うところで。 

  じゃあ、どうやってそういう力をつけていくんだということがわかるような何か大綱

のメッセージがあると、あ、岡山は違うなというふうに見えてくるんじゃないかなとい

うふうに思います。それは何かというと、学校の指導で先生方がどういうメッセージを

子どもたちに対して発信するかということのバックボーンになるものだと思いますし、

どういうふうにして、アクティブ・ラーニングという言葉もありますが、主体性をどう

育むか。主体的にやれって言っても絶対やりませんから、主体的になれるようにどんな

仕掛けを持っていくかというあたりが見えるような、何かそういうメッセージが出せた

らいいのかなというふうに思っておりました。具体的な取り組み、いろんな学校での取

り組みはお聞きしてますので、またご報告する場もいただけるといいかなというふうに

思っております。 

○市長 何かございますか、ほか。 

○奥津委員 ただ、ふと今思ったのは、もし今、自分が例えば小学生とか中学生だったと
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して、どんな大人になりたいだろうと思うかなと思ったときに、意外と当時自分が小学

生だったときの心境とは大分違うだろうなというのが一つ思うのと、意外とこんな大人

になりたいというのが、非常に想像というか具体的に考えにくい時代なんじゃないかな

という気がしちゃいまして、なかなかそういった中で、目標とかそういう理想像を見せ

るというのは非常に難しい社会なのかなというふうには今感じました。ですので、子ど

もたちにとって理想とする将来像を提示するというのは、非常に重要なことですが、簡

単なことではないだろうと思います。 

○市長 教育委員会、総務局のほうから何かございますか。こういう視点を考えておいた

ほうがいいんではないかと。 

○事務局（岸総務局長） あくまで私見ですけれど、目指すべき姿とかで今もあるわけです

よね、教育振興計画と岡山っ子育成条例。それをどうやって実現していくかという道筋

というか手段、どこまで具体的に書けるかどうかわからないですけど、ある程度こうや

ってやっていきますよというような具体性がある方が、メッセージ性としたらインパク

トがあるのかなと私は思うんです。 

  それから、教育委員会と学校現場との関係の中で何か伝えられるもの。具体的に持っ

てないんですけど、岡山市の教育委員会、学校現場も入れた教育委員会というのは、今

年はこれをやっていきましょうねとか、この９年間とか５年間はこれに向かっていきま

しょうとかという、ベクトルを揃えるというんですかね。教育委員会と各学校というの

は、ある意味では上下関係というよりも対等なところもあるんだろうと思うんです。 

  だけど、岡山市の教育をまとめる教育委員会としての何らかのメッセージ性というも

のが出せていける。そしてそのメッセージで、よりいえば、具体的にどういう取り組み

をしていこうかという、どこまで行けるかわかりませんけど、何かそういう具体的なも

のがあれば、学校現場へ伝わりやすいんじゃないかなと思っております。 

○市長 教育委員会側、みんな個人の意見で、教育長が最初に代表されて話されているわ

けですから、それ以外の話で何かあったら。 

○事務局（安田教育次長） 今お話を聞いてて思ったのは、目指すべき姿というのがどの目

線で書くかによって変わってくるのかなというので。学校現場の姿なのか、大人が活躍

する社会を担うための子どもを育てるのかという、その辺もきっちりと議論をしておい

たほうがいいなという認識を持ちました。 

○事務局（天野教育次長） 今年、教育委員会が何を中心にやっているのかということで言
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うと、教育委員会は今、先ほど教育長が申しましたように、授業を中心として人材育成

を図っていくということが大きな柱になっています。先ほど市長さんからもいろいろお

っしゃっていただいた中の一つでぐさっとくることが、教育委員会が考えていること、

あるいは校長先生が考えていることが一人一人の教員に伝わっているのかということで

す。そこができてなくて子どもたちの教育にまで反映することはできないというふうに

思っておりますので、伝えるということは大切なんだなと思っております。 

  したがって、大綱もそういった伝わりやすいメッセージ性があるものがいいのではな

いかなというような、そんな個人的な思いを持っています。 

○市長 はい。私の感想も言わせていただきたいと思いますが、先ほどの西島さんのご意

見というのは、そのとおりだと思いますね。我々、教育を何のためにやっているんだ

と。そもそもそこから入っていく。これは子どもたちのためにやっている。じゃあ、子

どもたちのためにって一体何なんだというところを考えていけば、やはり子どもたちが

大きくなって、そして堂々と羽ばたいて活躍する、そういう土台をつくるというのが教

育なんだろうなということがあって。その子どもたちに、じゃあ何を期待し、何を我々

が提供していくのかという議論で考えていく必要があるんだろうというように思ってま

す。 

  そういう面では、この資料２の中のキーワードも、もっともっと整理をしなければな

らない。情報化も国際化もそうかもしれないし、そしてそれとともに私、これは変にと

られると議論が出ちゃうんですけど、しつけというか、やはりここで言う規範意識みた

いなものをどうやって持ってもらうのか、そういうこともすごい重要なんじゃないのか

なというように思うんですよね。 

  特に岡山、問題行動というのが非常に多く、ちなみにこの前、保護観察所の所長さん

が、岡山から今度、異動で那覇に、沖縄に行ったんです。そのときの挨拶を聞いていま

したら、問題行動ワーストワンが、自分が来たときは岡山だったと。で、今、沖縄がワ

ーストワンになったから、もう悪いところを続けて行くんだとかということを笑いなが

ら話をされて、何ら悪気があるわけではない。ただ、そういうのが岡山は相当定着して

いるというところもあって、やはり我々大人が反省をしないといかんということなんだ

ろうというように思うわけです。 

  岡山の子どもたちが根っから悪いわけでも何でもないわけですから、どうやって子ど

もたちに規範意識を持ってもらうのかというのも大人の責任であろう。それが将来的
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に、子どもが成長して羽ばたいていくときに、持っていなければならない意識の中の大

きな一つなんだろうというように思う。それをどうやって植えつけていくのか、こうい

うことが重要じゃないかなというように思いますね。 

  だから安田教育次長が言ったように、この視点をどうやって捉えていくのか。先生の

立場だけで物を見ると言うよりは、どっちかというと子どもたちの立場で物を見て、そ

のときの先生はどうしなきゃいかんのか、社会がどう関与していかなきゃならないのか

等々を議論していくというほうが非常に素直な気がするんですけど。これに関してはど

うでしょうか。 

○山脇教育長 どの視点から育てるべきというか、育つべき姿を描いていくか。当然、教

師の側のもあろうし、そしてまた、子どものことを考えたときに、どういう姿が生まれ

てくるかというのもあるだろうと。そこが一緒の方向性を向いていくべきではないかな

とは思うんですけれど。そこがかい離してしまっとったんでは、教えてるほうと、教え

られるほうと全く違う方向を向いてしまうということになってしまったんではいけない

だろうかなということは思いますので、そこはもう少し子どもの視点というものから考

えるときに、自分たちが活躍する15年後、20年後の社会というものをにらみながら、や

はりそこは想定を考えていかないといけないかなと。 

  先ほども話してましたが、グローバル化というような話とか、国際化という話もあり

ましたけれど、あるところを見ていると、今の子どもたちが職業につくときには、約

65％は今ない職業につくであろうとか、それから今ある仕事の内容の48％は自動化され

とんじゃないかとか、そういうような論説も出てきたりしてましたから、そこはやはり

踏まえながら考えないといけないのは確かだろうと思いますね。今の子どもたちが20年

後ぐらいの想定をしながら、そこは考えていかないといけないだろうと。それを大綱に

どう結びつけていくことができるのかということになろうかなと思います。 

  それからもう一点、資料２の中にある、上から４つ目に出てますね。住んでる地域や

岡山市の歴史とか自然に関心のある児童生徒の割合は低いというような。これは岡山の

人であるとか、自然であるとか、文化的なものも含めて、これらの取り上げをきちっと

もう少しやっていかないと、子どもたちがじかに今の社会というか、自分たちの住んで

いる場所、岡山というものも含めて意識をきちっとしながら育っていくかどうか。子ど

もたちは岡山以外のところで活躍する場というのは求められるだろうと思うんですけれ

ど、やはり、地につくのは岡山じゃないかなと。ですから、そこの４つ目のところもや
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はり少し意識をしておかないと、少しじゃないですね、これはきちっと考えて、教育の

中で位置づけておくべきであろうということは思います。 

○市長 自分に対して誇りを持つというのは、生まれたところの文化、歴史が一体どうだ

ったのかによるところは大きいでしょうからね。おっしゃるとおりなんじゃないかなと

私も思いますけど。 

○藤原委員 先ほど市長さんが言われた、本当そのとおりだと思ってます。それで、大綱

の中にもう一回だけ、社会全体で育てるんですよというのを呼びかけるというんか、再

認識させる必要があるのかなと。もちろん、公教育の質を高めるのは、保証するのは学

校現場であったり、教育委員会が当然するわけですけれども、それだけではいけないん

です、社会全体で担うんだ、だからネットワークも必要だし。さっき言われた規範意識

もあるいはどうするかと、もう中学校になった段階では既に遅いこともたくさんありま

す。だからこそ岡山市の中のいろんな委員会、子どもを中心とする委員会はたくさんあ

ると思うので、保健福祉関係とか教育委員会とか。そういうところにもう一回ネットワ

ークを組めるような、今でも組んではいるんだけども、大綱ができるということで見直

すことができたら、全体で育てることにつながるのかなと思います。 

○市長 よろしいでしょうか。 

  事務局の方、今日はこうやって議論をして、今後の大綱に当たっての大きな頭の整理

を今日はしていると。そして、今日の議論を踏まえ、また後、お話を何人か聞くかもし

れませんけども、柱立てをこれでつくっていくという作業にこれからなるというふうな

理解でいいんですかね。 

○事務局 かなり柱立て等はできるんですけど、じゃあ、それに対して何を打っていくか

というところが、まだ余り出てきてないと思うんです。ですから、今日のようにフリー

トーキング的にそれぞれの思いをもっともっと言っていただいて、その中である程度柱

立てに近いようなものが整理できたら、次に具体的にはどんなことができるかというの

が、全部は無理かもしれないけど、いくらかでも具体性のあるというのか、イメージが

湧くような方向性とかが出せたら整理しやすいのかなと思ってますが。 

○市長 そうですね。単に絵にかいた餅はよくないでしょうから、具体的な施策でどこま

で補強できるかというのはやらなきゃいかんでしょうね。 

  先ほど塩田さんが言われた話だけど、何ていうか、ある程度の柱ができたところで、

市民の皆さんの意見を聞いてみるというのも必要なのかもしれないですね。どういう形
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がいいのかは今後相談をするにしても、やはり教育問題というのは全ての市民が関心を

持っている話ですから。先ほど、岡山型一貫教育という名前に関して失礼なことを申し

上げましたけれども、少なくともこの大綱をつくる間だけでも、市民の人に直接各施策

というか、そういうものを、今の我々の動きというか、考え方を理解してもらい、か

つ、いろんな意見をもらうというのはいいことなのかもしれませんね。だから、またそ

れは別途相談をさせていただくようにいたしましょうか。 

  山脇さん、そういうことでいいですよね。 

○山脇教育長 やはり具体的なのを。柱というのは、それをイメージした中で、いかに具

体を考え、その具体がそのままが出るかどうかは別として、そこは必要なんじゃないか

なと、イメージしておかないといけないんじゃないかなという気はしますね。 

○市長 よろしいでしょうか。 

  今日は、結構全体の大きな方向性については議論が相当出たんではないかなというよ

うに思っております。 

  今日のご意見を踏まえて事務局のほうでも整理してもらって、次のステップをどうい

うふうにするか、少し考えてもらって動くということにいたしましょうか。とりあえ

ず、今年度中の大綱策定を目指していくということで。そして、これからのスケジュー

ルについて、肉づけをしていただくということにいたしましょうか。 

  じゃあ、最後に何か全般についてご意見があればお願いをいたしたいと思いますが。 

 よろしいでしょうか。 

  はい、じゃあ、そんなことで、最後よろしくお願いします。 

○事務局 ずっと教育長、市長、それから教育委員の方とお話ししているんですが、構成

員じゃないんですけど、誰か適任を探して、少しいろんな角度から助言いただけるよう

なメンバーを増やすという方向性があってもいいので、そちらも考えてみたいなと思っ

ておりますので。 

○市長 確かにこの１年間、このメンバーで議論をさせていただいて、考え方がだいぶん

我々の間では整理ができているのかなとも思いますが、市民の方、いろいろな方がおら

れますから、せっかく大綱をつくるに当たっては、有識者の方の意見をもっと聞くとい

うのも、私もあるんじゃないかなと思います。 

  よろしいでしょうか、今の考え方で。 

  はい、じゃあ、その線でよろしくお願いします。 
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  最後、じゃあ、事務局のほうで締めてください。 

○司会 はい、ありがとうございました。 

  次回の会議については、日程が決まりましたら改めて通知をさせていただきます。 

  以上で、平成28年度第１回岡山市総合教育会議を閉会いたします。お疲れさまでし

た。 


